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本
人
通
知
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？

　
本
人
通
知
制
度
は
、
代
理
人
や

第
三
者
の
請
求
に
よ
り
住
民
票
や

戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、

本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知
す
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
票
な
ど
の
不
正
請

求
の
早
期
発
見
や
抑
制
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
、

市
内
に
本
籍
が
あ
る
方

登
録
申
請
に
必
要
な
も
の　
運
転

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

申
請
窓
口　
市
民
課
（
市
役
所
１

階
）、
支
所
市
民
福
祉
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）

※
通
知
対
象
は
、
代
理
人
が
請
求

し
た
も
の
、
第
三
者
が
請
求
し
た

も
の
で
す
が
、
一
部
該
当
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
市
民
課
☎
25-

１
１
１
２

　
支
所
市
民
福
祉
課
☎
72-

１
３

３
３

平
成
30
年
分
所
得
の
所
得
・
課

税
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
分
所
得
の
所
得
・
課

税
証
明
書
は
、
６
月
10
日
㈪
か
ら

発
行
し
ま
す
。
所
得
・
課
税
証
明

書
を
発
行
で
き
る
方
は
次
の
①
～

④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で

す
。

①
市
民
税
・
県
民
税
申
告
を
し
た

方
②
確
定
申
告
を
し
た
方

③
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
市
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
方

④
年
金
保
険
者
か
ら
公
的
年
金
等

支
払
報
告
書
が
市
へ
提
出
さ
れ

て
い
る
方

※
該
当
し
な
い
方
は
、
市
に
課
税

資
料
が
な
い
た
め
、
申
告
を
し
た

後
で
な
け
れ
ば
証
明
書
を
発
行
で

き
ま
せ
ん
。
収
入
が
な
い
方
、
家

族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
も
同

様
で
す
。

　
な
お
、
所
得
・
課
税
証
明
書
は

市
民
税
・
県
民
税
の
税
額
決
定
後

に
発
行
で
き
ま
す
。
申
告
後
発
行

ま
で
１
か
月
程
度
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

★
課
税
課
☎
25-

１
１
２
３

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　        ★広報課☎25-１１５５

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25-

１
１
５
５

本庄市長

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

新
築
・
増
築
等
家
屋
の
評
価

調
査
を
実
施

　
市
で
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
課
税
の
た
め
、
新
築
・
増

築
等
を
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
屋
根
、
外
壁
、
内
壁
、

床
、
天
井
の
資
材
や
、
使
用
さ
れ

て
い
る
設
備
の
状
況
等
を
確
認

し
、
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
今
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家

屋
は
来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。
対
象
者
に
通
知
後
、
日
程

調
整
の
上
で
市
職
員
が
直
接
訪
問

し
ま
す
。
そ
の
際
、
図
面
等
の
借

用
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
課
税
台
帳
か
ら
削
除
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
課
税
課
☎
25-

１
１
２
１

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
統
計
局
・
埼
玉
県
・
本

庄
市
で
は
、「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

基
礎
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
調
査
員
が
全
国

す
べ
て
の
事
業
所
の
活
動
状
態
を

確
認
し
、
新
た
に
活
動
を
始
め
た

一
部
の
事
業
所
等
に
は
調
査
票
を

配
布
し
ま
す
。

　
６
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で

の
調
査
期
間
中
、
調
査
員
証
を
携

帯
し
た
調
査
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
よ
る
入
力
の
た
め
市
内
の
事

業
所
を
確
認
し
て
回
り
ま
す
。
調

査
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
企
画
課
☎
25-

１
１
５
７

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費

支
給
継
続
申
請
の
受
け
付
け

を
開
始

　
小
児
特
定
疾
病
医
療
費
支
給
継

続
申
請
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま

す
。
対
象
者
は
、
必
要
書
類
（
本

庄
保
健
所
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
）

を
お
持
ち
の
う
え
、
本
庄
保
健
所

で
継
続
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
、
引
き
続
き
治
療
が
必
要
な

20
歳
未
満
の
方
の
保
護
者

受
付
期
間　
６
月
17
日
㈪
～
７
月

31
日
㈬（
土・日・祝
日
を
除
く
）

申
請
場
所　
本
庄
保
健
所

必
要
書
類　
申
請
書
、
医
療
意
見

書
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、
市

県
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明

書
★
本
庄
保
健
所
☎
22-

６
４
８
１

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の

チ
カ
ラ
～

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た

方
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を

築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

本
庄
市
推
進
員
会
で
は
、
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
毎
年
７
月

頃
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
講
演

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
を
開
催

　
ホ
ー
ム
レ
ス
や
生
活
困
窮
者
支

援
な
ど
、
貧
困
問
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
き
た
湯
浅
誠
氏
を
お
招

き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
６
月
30
日
㈰　
開
場　
午

後
３
時　
開
演　
午
後
３
時
30

分
～

会
場　
セ
ル
デ
ィ

講
師　
湯
浅　
誠　
氏
（
社
会
活

動
家
。
東
京
大
学
先
端
科
学
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
。

全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ

ー
・
む
す
び
え
理
事
長
）

演
題　
子
ど
も
の
貧
困　
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と

※
入
場
無
料
。
申
込
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
埼
玉
県
の
「
青
少
年
非
行
防
止

運
動
」「
薬
物
乱
用
防
止
運
動
」

と
合
わ
せ
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
本
庄
地
域
と
児
玉
地
域
で
行
い

ま
す
。

日
程　
７
月
６
日
㈯

会
場　
市
役
所
・
本
庄
駅
・
市
内

商
業
施
設
等

日
程　
７
月
14
日
㈰

会
場　
こ
だ
ま
夏
ま
つ
り
会
場

青
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
保
護

に
あ
な
た
の
愛
の
手
と
あ
た
た
か

い
心
を
！

　
更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
青
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
保
護
活
動

推
進
の
た
め
、
７
月
中
愛
の
募
金

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
地
域
福
祉
課
☎
25-

１
１
４
２

平成から令和への課題
　新しい「令和」の時代が始まってひと月が過ぎました。
本庄市においては５月１日に改元奉祝の集いが無事開催
され、大勢の皆さまと共に新しい時代を迎えることがで
きました。ご尽力いただいたすべての関係者の皆さまに
心から敬意と感謝を申し上げます。
　さて、平成から令和への日本社会の課題とは何か、私
なりにいろいろと考えてみました。少子化、超高齢化へ
の対応をはじめ、今後も起こりうる大規模災害への備え、
AIの進化への対応、国際化が進む中で誰もが安心して共
生できる地域社会の創造など、我々が真剣に取り組まね
ばならない課題は山ほどあります。
　私なりに表現するなら、平成は「個人・個性が尊重さ
れる一方、孤立・孤独が進んだ」時代だったと思います。
我々はこれからも個人・個性が尊重され、多様性を保障
する社会を築いていかねばなりません。一方、婚姻件数
の減少により少子化はますます進行しています。また、
家族親族や隣近所との関係が希薄になる中、さまざまな

「生きづらさ」を一人で抱えた方々も増えています。
このような一人ひとりの孤立・孤独化がさらに進んだ
場合、我々の社会は果たして持続可能なのか…、これ
は平成から積み残された大きな課題です。
　令和において目指すべきは「個人・個性が尊重され
つつ、人々が孤立・孤独にならない」そんな社会であ
りたいと私は思います。自助、公助と共に、時代に即
した新しい「互助の仕組み」づくりに、そのあり方も
含めて議論し取り組んで行くことが必要です。
　本庄市においても、年齢や障害の有無にかかわらず、
誰もが住み慣れた地域で、支え合いながら生活できる
仕組みづくりや、AIを使った県と社会福祉協議会主催
の婚活事業などが始まっています。人は一人では生き
られません。さまざまなライフスタイルや家族の形を
尊重しつつ、地域において支え合い、互いに力を出し、
より良く生きる、そんな令和の時代をみんなで創って
まいりましょう。


